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は
じ
め
に

 

　清
代
台
湾
研
究
に
お
け
る
重
要
な
学
説
の
一
つ
に
、
柯
志
明
が
著

書
『
番
頭
家
』
で
述
べ
た
「
三
層
族
群
論
」
が
あ
る（

1
）。

柯
志
明
は
「
清

朝
の
台
湾
政
策
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
の
は
、
他
の
辺
境
の
場
合
の

よ
う
な
儒
教
的
世
界
観
の
特
質
で
あ
る
文
化
主
義
へ
の
帰
化
と
包
摂

を
め
ざ
す
も
の
で
は
な
く
、
治
安
維
持
の
見
地
か
ら
住
民
を
漢
人
・

熟
番
・
生
番
の
三
層
に
区
別
し
、
そ
し
て
山
沿
い
の
平
地
に
熟
番
を

配
置
し
て
平
野
の
漢
人
と
山
地
の
生
番
の
間
の
緩
衝
装
置
と
な
し
つ

つ
三
者
の
分
離
を
図
っ
た
」
と
述
べ
、
こ
の
政
策
が
清
代
に
お
け
る

台
湾
統
治
政
策
の
骨
格
を
な
し
た
と
す
る
。

　一
方
で
、
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）、
台
湾
総
督
府
が
行
っ
た
台

湾
在
籍
の
漢
民
族
の
出
身
地
調
査（

2
）は

、
既
に
日
本
の
統
治
下
に
あ
る

と
は
言
え
、
清
代
に
お
け
る
漢
民
族
の
居
住
分
布
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
報
告
書
に
付
属
さ
れ
た
分
布
図
で
は
、
各
地
域
に
お

け
る
其
々
の
出
身
地
が
分
か
り
や
す
く
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
閩
人（

3
）が

西
部
海
岸
沿
い
か
ら
の
平
野
部
を
そ
の
居
住
域
と

し
、粤
人（

4
）は

中
央
山
脈
に
接
し
た
山
裾
を
主
な
居
住
域
と
し
て
お
り
、

と
く
に
南
部
の
屏
東
県
周
辺
で
は
そ
の
傾
向
が
著
し
い
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
勢
的
に
見
て
、「
三
層
族
群
論
」
が
適
用

さ
れ
難
い
場
合
が
あ
り
、
或
い
は
限
定
的
に
も
不
適
用
地
域
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
柯
志
明
の
論
へ
の
違
和
感
を
生
じ
る
。
こ
の
違
和

感
は
、
三
層
族
群
論
に
お
け
る
観
念
と
、
現
実
の
地
勢
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
ん
だ
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　ま
た
、
社
会
構
造
が
変
化
す
る
局
面
に
お
い
て
、
と
く
に
近
代
化

の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
清
代
に
お
い
て
は
、
商
業
活
動
が
そ
の
変
革
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を
強
力
に
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
台
湾
に
お
い
て
も
、
本

土
の
資
本
組
織
が
進
出
し
て
活
動
を
は
じ
め
、
植
民
地
と
し
て
の
形

を
整
え
て
い
っ
た
の
は
論
を
待
た
な
い
が
、
清
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
大

陸
の
商
業
資
本
に
よ
る
組
織
的
な
農
地
開
発
が
な
さ
れ
、
移
民
の
増

大
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
商
業
活
動
も
活
発
化
し
た
。

　当
論
文
で
は
、
清
代
の
鳳
山
県
に
お
け
る
漢
人
と
原
住
民
の
関
係

を
、
商
業
活
動
と
農
地
開
発
を
中
心
に
探
る
と
と
も
に
、
三
層
族
群

論
が
示
す
社
会
構
造
を
再
検
討
し
、
さ
ら
に
官
や
通
事
、
番
割
な
ど

の
働
き
を
加
え
た
多
層
な
社
会
構
造
を
モ
デ
ル
化
し
た
い
と
考
え

る
。

一

　鳳
山
県
に
お
け
る
四
大
族
群
の
形
成

　移
住
漢
人
は
出
身
地
の
違
い
に
よ
っ
て
、「
閩
人
」、「
粤
人
」
の

二
種
に
大
別
さ
れ
る
。
清
代
初
期
、彼
等
は
台
湾
県
（
現
台
南
附
近
）

か
ら
順
次
周
辺
へ
と
農
地
開
発
を
進
め
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
容
れ
る

事
な
く
各
地
で
土
地
を
め
ぐ
る
争
い
を
繰
り
返
し
な
が
ら
別
々
の
部

落
を
構
成
し
て
い
っ
た
。
殊
更
に
漢
人
を
閩
、
粤
の
二
種
に
分
類
せ

ず
一
括
り
の
「
漢
人
」
と
す
る
考
え
も
あ
る
が
、
今
日
に
至
る
ま
で

残
っ
て
い
る
「
客
家
村
」
の
存
在
や
根
強
い
民
族
差
別
意
識
等
か
ら

は
、
相
容
れ
な
い
両
族
群
の
闘
争
を
垣
間
見
る
事
が
で
き
る
。

　『臺
灣
私
法
』
で
は
、「
台
湾
が
清
国
の
版
図
に
入
り
、
多
く
の
移

民
が
渡
来
す
る
こ
と
に
よ
り
、
台
湾
が
奸

逋
逃
の
淵
藪
と
な
る
こ

と
を
恐
れ
た
清
朝
は
、
当
初
は
閩
人
の
潜
耕
を
罰
し
粤
人
の
渡
台
を

禁
じ
、
官
吏
以
外
の
人
民
の
家
族
帯
同
、
或
い
は
家
族
の
招
致
を
許

可
し
な
か
っ
た
。
こ
の
禁
令
は
遂
に
は
空
文
と
な
っ
て
閩
人
の
密
入

国
は
日
増
し
に
増
え
、
康
煕
中
葉
よ
り
は
粤
人
の
禁
渡
令
も
弛
む
よ

う
に
な
り
、
康
煕
末
年
に
は
漢
人
の
移
住
は
台
湾
の
全
地
域
の
半
分

に
達
し
た（

5
）」

と
、
状
況
を
概
観
し
て
い
る
。

　ま
た
、
伊
能
嘉
矩
ら
の
『
臺
灣
蕃
人
事
情（

6
）』

に
「
こ
の
地
方
の
閩

人
と
粤
人
の
両
者
間
は
常
に
軋
轢
し
て
融
和
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
は
こ
の
地
方
に
限
ら
ず
全
台
湾
共
通
の
状
況
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
漢
人
と
番
人
と
の
間
も
概
し
て
円
滑
で
は
無
か
っ
た
が
、

粤
人
と
の
間
で
は
番
人
女
性
と
結
婚
す
る
者
も
居
て
、
自
然
に
両
者

間
は
友
好
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
番
人
同
士
で
の
諍
い
が
少
な
か
っ

た
の
は
、
ツ
ア
リ
セ
ン
族（

7
）の

勢
力
が
強
す
ぎ
て
他
部
族
が
反
抗
せ

ず
自
然
譲
歩
し
て
い
た
の
が
原
因
で
あ
っ
た
」
と
記
述
が
あ
る
よ
う

に
、
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
各
族
群
間
で
の
棲
み
分
け
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
閩
・
粤
相
互
に
連
携
し
て
先
住
の
「
原
住
民
」
を
山
間
部

に
追
い
や
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
漢
人
が
原
住
民
の
土
地
で
あ
る
「
番
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地
」
を
奪
う
潮
流
は
以
後
も
続
い
た
。
一
方
で
、
清
朝
政
府
に
よ
る

原
住
民
漢
化
政
策
は
、
原
住
民
に
文
化
的
な
影
響
を
与
え
、
結
果
、

漢
化
が
進
ん
だ
原
住
民
と
、
山
地
に
逃
げ
延
び
独
自
の
文
化
を
護
っ

た
原
住
民
と
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
な
っ
た
。漢
人
は
前
者
を「
熟
番
」、

後
者
を
「
生
番
」
と
呼
ん
だ
。

　つ
ま
り
、清
代
台
湾
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
を
、閩
・
粤
・

熟
・
生
に
分
類
す
る
の
が
順
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

　康
熙
中
頃
ま
で
は
多
く
の
未
墾
の
地
が
存
在
し
、
移
民
の
増
加
に

も
耐
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
必
然
的
に
働
き
手
が
足
り
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
古
参
者
の
閩
人
は
、
新
参
者
の
粤
人
に
も
寛
容
的
で
、

目
立
っ
た
争
い
は
無
か
っ
た
が
、
康
熙
中
頃
以
降
の
密
航
者
の
急
増

は
土
地
不
足
を
招
き
、
土
地
を
め
ぐ
る
争
い
が
頻
発
し
た
。

　中
で
も
、
先
行
し
て
優
位
な
位
置
を
確
保
し
た
閩
人
と
、
粤
人
と

の
間
の
所
謂
「
閩
粤
械
闘
」
は
生
存
を
掛
け
た
争
い
と
な
り
、
後
世

へ
の
し
こ
り
を
残
し
た
。
こ
れ
は
、
前
述
の
通
り
土
地
の
良
否
に
依

る
豊
か
さ
の
差
が
主
因
で
、
加
え
て
、
慣
習
や
言
語
の
著
し
い
差
異

が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
と
思
わ
れ
る
。

　原
住
民
に
関
し
て
も
同
様
に
争
い
は
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
さ
ら

に
、
生
番
と
熟
番
の
対
立
を
官
が
主
導
し
た
形
跡
が
あ
る
と
、
伊
能

嘉
矩
ら
は
認
識
し
て
い
る
。『
臺
灣
蕃
人
事
情
』
で
は
、
熟
番
が
奥

山
の
生
番
を
殺
害
し
た
と
き
に
は
、
褒
美
の
品
を
与
え
、
そ
の
逆
の

場
合
で
も
同
様
に
し
て
、
双
方
の
反
目
を
煽
り
勢
力
の
削
減
を
目
論

む
と
い
う
卑
劣
な
手
段
も
講
じ
ら
れ
た
と
い
う（

8
）。

　以
下
、
清
代
台
湾
の
社
会
構
造
を
理
解
す
る
た
め
に
、
予
備
的
に

四
大
族
群
の
概
要
を
述
べ
る
。

閩
人
（
福
建
人
）

　清
初
、
清
朝
政
府
は
鄭
氏
一
族
の
渡
台
を
阻
止

す
る
目
的
で
遷
界
・
海
禁
政
策
で
台
湾
を
封
鎖
し
た
が
、
本
土
の
疲

弊
し
た
経
済
状
況
の
中
で
、
土
地
を
持
た
な
い
農
民
層
の
多
く
、
と

く
に
福
建
省
漳
州
出
身
者
の
そ
れ
ら
が
台
湾
を
目
指
し
た
。
こ
れ
を

台
湾
移
住
の
第
一
期
と
筆
者
は
考
え
る
。

　第
二
期
は
、
鄭
氏
時
代
の
康
煕
初
年
頃
で
あ
る
。
鄭
成
功
の
軍
隊

と
家
族
約
三
万
人
が
台
湾
に
移
住
し
「
抗
清
復
明
」
を
掲
げ
、
台
湾

を
大
陸
反
攻
の
基
地
に
す
べ
く
経
営
を
は
じ
め
た
。
泉
・
漳
両
州
の

閩
南
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
台
南
を
拠
点
に
南
は
屏
東
方
面
に
、
北

は
新
竹
及
び
台
北
へ
と
開
拓
の
フ
ロ
ン
ト
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　移
住
開
拓
の
第
三
期
は
、
康
煕
二
十
五
年
（
一
六
八
五
）
に
始
ま

る
。
清
朝
は
、
台
湾
に
一
府
三
県
を
設
置
し
、
遷
界
令
を
解
除
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
戦
乱
で
生
活
苦
に
あ
え
い
で
い
た
閩
人
は
、
大
挙
し

て
台
湾
に
流
れ
こ
み
、
各
地
に
開
拓
村
を
形
成
し
た
。
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粤
人
（
客
家
人
）

　粤
人
と
は
今
日
の
広
東
人
の
総
称
で
あ
る
が
、

台
湾
へ
移
住
し
た
粤
人
は
客
家
系
が
多
い
嘉
応
州（
四
県
）、恵
州（
海

豊
、
陸
豊
）
な
ど
の
地
方
出
身
者
が
多
く
、
結
果
的
に
粤
人
移
住
者

の
殆
ど
は
客
家
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
台
湾
に
お
い
て
は
粤
人

と
客
家
人
は
同
義
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　康
煕
二
十
三
年（
一
六
八
三
）に
実
施
さ
れ
た「
三
禁
の
制
」に
は
、

「
粤
地
は
常
に
海
盗
の
淵
叢
と
な
り
、積
習
い
ま
だ
脱
せ
ざ
る
を
も
っ

て
、
そ
の
民
の
渡
臺
を
禁
ず（

9
）」

と
あ
り
、
こ
の
政
策
に
よ
り
、
粤
人

の
移
住
は
閩
南
人
よ
り
も
遅
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
粤
人
の
移
住

開
始
は
康
煕
二
十
五
年
（
一
六
八
五
）
頃
か
ら
で
、
そ
の
後
康
煕
三

十
五
年
（
一
六
九
五
）、
施
琅
の
死
去
と
共
に
、
禁
海
政
策
が
次
第

に
薄
れ
、
大
量
の
粤
人
の
移
住
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
開
墾
が
容
易

な
地
は
既
に
平
埔
族
や
閩
人
が
住
み
つ
き
、
粤
人
は
そ
れ
ら
か
ら
取

り
残
さ
れ
た
荒
れ
地
の
開
拓
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
地
は
山
裾

に
位
置
し
、
必
然
的
に
山
間
部
に
住
む
生
番
と
の
接
触
・
遭
遇
の
機

会
が
増
え
、
抗
争
が
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
粤
人
達
の
一
大
転

機
は
康
熙
六
十
一
年
（
一
七
二
一
）
の
「
朱
一
貴
の
乱
」
で
あ
る
。

　陳
秋
坤
等
に
よ
る
と
、
朱
一
貴
を
筆
頭
と
す
る
漳
州
出
身
の
閩
人

の
反
乱
に
お
い
て
、
屏
東
平
原
の
粤
人
達
は
十
三
の
大
村
、
六
十
四

の
村
々
か
ら
総
勢
一
万
三
千
人
の
義
勇
軍
を
集
め
て
官
軍
に
協
力

し
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
報
奨
の
授
与
と
共
に
客
家
全
体
の
優
遇
を

勝
ち
取
っ
た
と
い
う（

10
）。

こ
れ
は
、
今
日
に
も
残
る
六
堆
部
落（

11
）に

象
徴

さ
れ
る
安
定
し
た
地
位
を
確
保
し
た
が
、
逆
に
閩
粤
間
の
民
族
差
別

意
識
を
生
み
出
し
た
原
点
の
一
つ
と
言
え
る
。

熟
番
、
平
埔
族
（
鳳
山
八
社
）

　熟
番
は
平
野
部
で
の
農
業
を
中
心

と
し
た
生
活
を
営
ん
で
い
た
た
め
、
平
地
に
住
む
人
の
意
味
で
、
後

世
で「
平
埔
族
」と
呼
ば
れ
た
が
、漢
人
文
化
に
触
れ
る
機
会
も
多
く
、

漢
化
の
度
合
い
が
高
か
っ
た
の
で
「
熟
番
」
と
呼
ば
れ
た
。
屏
東
平

原
で
は
オ
ラ
ン
ダ
統
治
時
代
に
は
既
に
「
鳳
山
八
社
」
と
呼
ば
れ
た

番
社
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
清
代
に
入
り
移
住
漢
人
と
の
通
婚
が
起

こ
る
な
ど
、
伝
統
的
な
母
系
社
会
を
主
と
す
る
社
会
構
造
も
徐
々
に

崩
れ
、
つ
い
に
は
漢
族
の
生
活
習
慣
の
中
に
埋
没
し
て
種
族
の
衰
退

を
招
い
た
と
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
、
熟
番
は
今
日
の
本
省
人（

12
）を

構

成
す
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　清
朝
は
台
湾
領
有
早
々
に
平
埔
族
に
対
す
る
教
化
に
着
手
し
た
。

康
煕
三
十
五
年
（
一
六
九
五
）
に
は
学
校
教
育
を
開
始
し
、
平
埔
族

住
民
に
漢
民
族
の
価
値
観
を
植
え
つ
け
て
行
っ
た
。雍
正
十
二
年（
一

七
三
四
）、
台
湾
巡
道
張
嗣
昌
が
建
議
し
、
台
湾
県
、
鳳
山
県
、
諸

羅
県
、
彰
化
県
、
淡
水
県
の
五
県
に
本
格
的
な
学
校
が
建
設
さ
れ
た（

13
）。
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鳳
山
県
に
お
い
て
は
「
鳳
山
縣
八
社
學
」
と
称
し
て
、
力
力
社
（
現

頂
郷
力
社
村
）、
茄
藤
社
（
現
林
邊
郷
車
路

）、
放
索
社
（
現
林

邊
郷
田

村
）、
阿
猴
社
（
現
屏
東
市
）、
上
淡
水
社
（
現
萬
丹
郷
社

皮
村
）、
下
淡
水
社
（
現
萬
丹
郷
香
社
村
）、
搭
樓
社
（
現
里
港
郷
塔

樓
村
）、
武
洛
社
（
現
里
港
郷
武
路
）
等
の
八
社
を
そ
の
対
象
と
し
、

読
書
（
句
読
、
背
謡
）、
習
字
を
科
目
と
し
て
、
三
字
経
、
四
書
の

教
科
書
が
用
い
ら
れ
た（

14
）。

ま
た
、『（
康
熙
）
臺
灣
府
志
』
に
は
、「
鳳

山
の
下
淡
水
等
の
八
社
は
狩
り
を
行
わ
ず
、
専
ら
農
業
を
営
み
、
丁

数
に
よ
っ
て
米
を
納
税
し
た（

15
）」

と
あ
り
、
清
朝
へ
の
帰
順
に
よ
る
平

安
を
確
保
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

　乾
隆
二
十
三
年
（
一
七
五
八
）
に
は
、
西
部
の
平
地
原
住
民
の
殆

ど
が
漢
化
さ
れ
、
辮
髪
を
た
く
わ
え
て
福
老
語
（
閩
南
語
）
や
客
家

語
を
話
し
、
そ
し
て
、
漢
人
姓
を
名
乗
る
事
で
「
民
」
に
な
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
康
熙
六
十
二
年
（
一
七
二
二
）
の
巡
台
御
史
黄
叔

に
よ
る
台
湾
巡
行
記
録
で
あ
る
『
臺
海
使
槎
錄
』
に
は
、港
東
里
（
屏

東
平
原
の
湧
水
域
）
に
居
住
し
て
い
た
「
鳳
山
傀
儡
番
」
の
記
述（

16
）が

あ
る
。
鳳
山
傀
儡
番
は
、
同
書
編
集
当
時
は
生
番
に
分
類
さ
れ
て
い

た
が
、
乾
隆
二
十
九
年
（
一
七
六
四
）
に
編
集
さ
れ
た
『
重
修
鳳
山

縣
志
』（
卷
四 

田
賦
志
）に
は
、「
帰
化
生
番
」に
区
分
さ
れ
、納
税（
番

餉
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る（

17
）。

こ
の
間
で
急
速
に
漢
化
が
進
ん
で
い
っ

た
事
が
窺
え
る
が
、
熟
番
の
中
で
も
漢
化
が
進
ん
だ
グ
ル
ー
プ
と
、

遅
れ
た
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
漢
化
の
進
度
に
数
十
年
の
差
が
見
ら
れ

る
。

生
番
（
未
漢
化
原
住
民
）

　西
部
平
原
或
い
は
屏
東
平
原
等
で
農
耕

と
狩
猟
採
取
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
原
住
民
の
中
で
、
漢
化
を
拒
否

し
て
い
た
パ
イ
ワ
ン
族
等
は
、
漢
人
の
武
力
侵
略
や
或
い
は
文
盲
を

利
用
さ
れ
て
の
巧
妙
な
土
地
の
収
奪
に
遭
遇
し
た
。
ま
た
、
漢
人
に

追
わ
れ
て
西
部
平
原
よ
り
移
住
し
て
き
た
平
埔
族
は
、
土
地
争
い
に

敗
れ
た
経
験
か
ら
漢
人
の
手
法
を
学
び
と
り
、
僅
か
な
酒
・
色
布
・

塩
な
ど
に
よ
っ
て
生
番
を
籠
絡
し
て
広
大
な
土
地
を
奪
取
し
て
い
っ

た
。土
地
を
奪
わ
れ
た
生
番
は
山
間
部
へ
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

谷
間
の
僅
か
な
土
地
で
の
農
業
や
山
奥
で
の
狩
猟
で
生
き
延
び
た
。

番
界
内
の
岩
山
の
近
く
に
住
む
「
鳳
山
瑯
嶠
社
」（
瑯
嶠
＝
現
恒
春
）

に
関
す
る
記
述
で
は
、「
五
穀
は
極
め
て
少
な
く
、
焼
畑
で
作
っ
た

芋
を
食
べ
て
い
る（

18
）」

と
あ
り
、
伝
統
的
な
生
活
習
慣
が
窺
え
る
。

　漢
化
を
拒
み
独
自
の
文
化
を
護
っ
て
い
た
生
番
は
、
次
々
と
漢
化

す
る
地
域
を
逃
れ
て
山
間
部
に
逃
げ
込
み
、
鳳
山
県
で
は
、
玉
山
山

系
や
関
山
山
系
に
連
な
る
高
山
域
の
谷
間
に
安
住
の
地
を
求
め
た
。

首
狩
り
の
風
習
等
も
あ
り
、
漢
人
や
平
埔
族
か
ら
「
凶
暴
な
人
々
」
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と
し
て
恐
れ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
商
人
と
の
接
触
は
さ
け
ら
れ

ず
、
商
人
と
の
間
で
鹿
皮
や
角
な
ど
の
交
易
が
行
わ
れ
、
後
に
は
砂

金
・
硫
黄
な
ど
の
鉱
物
資
源
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。

二

　農
地
開
拓
の
沿
革
と
地
権

　こ
こ
で
は
、
村
落
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
基
礎
と
な

る
農
地
開
拓
と
食
料
生
産
の
歴
史
を
辿
る
事
と
し
、
清
朝
の
政
策
と

そ
れ
に
伴
っ
た
熟
番
地
の
流
出
の
実
態
を
探
る
事
と
す
る
。

　
　オ
ラ
ン
ダ
時
代

　オ
ラ
ン
ダ
は
ス
ペ
イ
ン
と
戦
い
、
台
湾
を
手
中
に
し
て
植
民
地
経

営
に
乗
り
出
し
た
が
、
そ
の
当
時
の
台
湾
の
原
住
民
は
鋤
や
牛
馬
も

無
く
、
鍬
の
み
で
耕
す
な
ど
の
原
始
的
な
農
法
で
自
給
自
足
生
活
を

し
て
い
た
。
拓
殖
に
関
わ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
東
印
度
会
社
の
宣
教
師
グ

ラ
ビ
ン
等
は
、
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
東
印
度
会
社
か
ら
資
金
を

調
達
し
て
百
二
十
一
頭
の
黄
牛
（
印
度
牛
）
を
輸
入
し
、
そ
れ
を
繁

殖
さ
せ
、
農
具
の
導
入
や
堆
肥
の
製
造
等
農
業
技
術
の
向
上
策
を
講

じ
た（

19
）。

ま
た
、
稲
作
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
の
労
働
力
と
し
て
漢
人

労
働
者
を
計
画
的
に
導
入
し
た
こ
と
が
組
織
的
な
漢
人
移
民
の
始
ま

り
と
さ
れ
、
明
崇
禎
十
一
年
（
一
六
三
八
）、
台
南
付
近
の
オ
ラ
ン

ダ
管
轄
地
域
内
に
は
、
一
万
人
程
度
の
漢
人
が
居
住
し
た
。
そ
の
後

も
継
続
的
に
漢
人
移
民
は
増
加
し
、
お
よ
そ
四
半
世
紀
後
、
領
有

末
期
の
一
六
六
〇
年
頃
で
は
、
漢
人
人
口
は
最
大
五
万
人
程
度
に
達

し
た（

20
）。

　土
地
の
所
有
権
に
関
し
て
は
支
配
の
及
ば
な
い
生
番
地
を
除
い
て

オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
あ
り
、
実
態
と
し
て
東
印
度
会
社
や
教
会
が
管
理

運
営
に
当
た
っ
た
も
の
で
、
移
民
漢
人
は
そ
の
支
配
下
で
の
農
業
従

事
者
に
過
ぎ
ず
、
十
分
一
税
（
生
産
物
の
一
割
を
納
め
る
）
及
び
人

頭
税
を
管
理
者
た
る
牧
師
等
に
納
め
た
。

　
　鄭
成
功
時
代

　以
下
、
東
嘉
生
著
「
清
朝
治
下
の
土
地
所
有
形
態（

21
）」

の
記
述
を
も

と
に
、
漢
人
支
配
に
移
行
す
る
過
度
期
の
農
地
開
拓
を
概
観
す
る
。

　鄭
成
功
は
明
の
崩
壊
に
伴
い
順
治
十
八
年
（
一
六
六
一
）
親
明
派

を
引
き
連
れ
台
湾
に
入
り
、
オ
ラ
ン
ダ
印
度
会
社
を
駆
逐
し
て
、
台

南
の
赤
嵌
城
（
ゼ
ー
ラ
ン
城
）
を
拠
点
と
し
た
政
権
を
樹
立
し
た
。

　鄭
氏
ら
は
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
所
有
す
る
農
地
を
接
収
し
て
農
民

に
貸
与
し
租
税
を
課
す
と
と
も
に
、
屯
田
制
度
を
拡
充
し
、
積
極
的

な
土
地
の
開
拓
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
有
力
な
移
民
漢
人
と
協
力
し
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て
本
土
よ
り
佃
人
を
引
き
続
き
招
聘
し
て
開
墾
に
努
め
、
南
は
恒
春

か
ら
北
は
淡
水
地
区
ま
で
を
支
配
地
域
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
土
地
を

開
墾
し
た
佃
人
に
一
定
の
租
の
納
付
を
義
務
づ
け
た
。

　こ
の
ほ
か
に
古
来
よ
り
の
番
人
の
土
地
、
移
民
漢
人
が
潜
墾
し
た

土
地
等
が
存
在
し
た
。
こ
の
政
権
は
二
十
三
年
後
の
康
煕
二
十
二
年

（
一
六
八
二
）
に
清
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
の
拓
殖
の
成
果

が
清
朝
に
引
き
継
が
れ
た
。

　
　清
朝
治
下

　清
朝
は
、
台
湾
が
海
賊
或
い
は
反
乱
分
子
の
巣
窟
と
な
る
の
を
恐

れ
、
渡
航
を
禁
止
す
る
海
禁
令
を
発
し
た
が
、
そ
の
後
も
海
禁
令
の

廃
止
や
再
発
令
な
ど
政
策
は
一
定
せ
ず
、
ま
た
、
禁
令
中
で
の
多
く

の
不
法
移
民
の
続
出
も
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　こ
の
間
も
断
続
的
に
漢
人
移
民
が
増
加
し
、
家
族
や
一
族
、
或
い

は
同
郷
者
が
結
束
し
て
農
地
を
開
墾
し
、
縁
戚
を
呼
び
寄
せ
る
形
で

全
島
に
拡
大
し
た
。
ま
た
、
縁
戚
集
団
以
外
に
も
、
商
業
資
本
が
開

拓
農
民
を
集
め
て
台
湾
に
送
り
込
み
、
或
い
は
、
墾
戸
・
佃
戸
関
係

を
軸
と
し
た
農
地
開
拓
も
発
展
し
た
。

　農
地
開
拓
は
樹
木
を
伐
採
し
、
瓦
礫
を
取
り
除
き
、
用
水
路
を
整

備
す
る
こ
と
に
は
じ
ま
る
が
、
そ
の
労
力
は
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
る
た
め
、
土
地
争
い
や
水
利
争
い
と
表
裏
一
体
で
あ

り
、
部
族
間
で
の
抗
争
は
絶
え
る
事
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
各

地
の
争
い
は
漢
人
に
よ
る
熟
番
地
へ
の
侵
略
が
引
き
金
に
な
る
事
が

多
く
、
清
朝
は
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
漢
人
と
熟
番
と
の
調
和
政
策

を
採
っ
た
が
、
そ
の
政
策
は
封
禁
と
解
禁
の
繰
り
返
し
で
揺
れ
動
き

有
効
性
を
欠
い
た
。
以
下
、農
地
に
関
す
る
清
朝
の
政
策
の
変
遷
を
、

領
台
初
期
、
中
期
、
後
期
に
区
分
し
て
概
略
を
述
べ
る
。

康
煕
期
（
領
台
期
〜
雍
正
初
期
）

　各
地
で
頻
発
す
る
土
地
争
い
の

原
因
の
一
つ
と
し
て
漢
人
に
よ
る
番
地
の
潜
墾
が
あ
り
、
そ
れ
に
対

応
し
て
清
朝
は
漢
人
に
依
る
番
地
へ
の
開
墾
を
禁
止
す
る
と
い
う
封

禁
政
策
で
漢
人
の
入
植
抑
制
を
図
っ
て
き
た
。

　清
朝
は
漢
人
に
よ
る
番
地
へ
の
侵
略
に
よ
る
混
乱
を
防
止
す
る
目

的
で
、
領
有
し
た
直
後
か
ら
番
地
の
開
墾
を
禁
止
し
、
漢
人
と
熟
番

と
の
調
和
政
策
を
採
っ
た
。
康
煕
時
代
の
『
戸
部
則
例
』
に
よ
る
と
、

熟
番
に
属
す
る
埔
地（

22
）の

存
在
を
認
め
る
と
共
に
、
そ
の
埔
地
は
た
と

え
熟
番
の
許
可
を
得
た
と
し
て
も
私
贌（

23
）を

禁
じ
、
違
反
者
は
処
罰
す

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

24
）。

　し
か
し
、
こ
れ
で
も
漢
人
に
依
る
熟
番
地
へ
の
侵
佔
は
止
む
こ
と

は
な
く
、
例
え
ば
熟
番
地
を
「
荒
地
」
と
称
し
て
開
墾
許
可
を
受
け

る
方
法
や
、
熟
番
に
課
せ
ら
れ
た
土
地
税
で
あ
る
「
社
餉
」
の
肩
代
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わ
り
を
条
件
に
私
的
に
熟
番
地
を
開
墾
す
る
な
ど
の
方
法
で
事
実
上

熟
番
地
を
手
に
し
た
。
ま
た
、
密
航
者
に
よ
る
番
地
の
私
墾
や
、
武

官
や
豪
強
地
主
の
土
地
集
積
も
横
行
し
、
番
地
へ
の
不
法
開
墾
者
が

絶
え
る
事
は
な
か
っ
た
。
康
煕
六
十
一
年
（
一
七
二
一
）
に
は
境
界

線
を
設
け
て
漢
人
と
熟
番
の
分
離
を
図
る
政
策
を
実
施
し
た
が
、
こ

れ
も
間
も
な
く
有
名
無
実
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　そ
の
後
、雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
に
は
、「
代
番
輸
餉（

25
）」

或
は
「
付

給
番
大
租（

26
）」

の
二
種
の
方
法
に
依
る
漢
人
の
番
地
の
租
墾
を
許
し
、

再
び
番
地
開
放
政
策
を
採
用
し
た
。
熟
番
地
を
荒
地
と
称
し
て
開
墾

許
可
を
受
け
る
方
法
や
、
社
餉
の
肩
代
わ
り
を
条
件
に
私
的
に
番
地

を
開
墾
す
る
方
法
で
、
熟
番
地
を
漢
人
が
開
拓
し
、
そ
の
租
借
権
を

獲
得
し
て
い
っ
た（

27
）。

雍
正
期
（
雍
正
三
年
〜
乾
隆
三
年
）

　前
述
の
よ
う
な
清
朝
の
政
策

に
も
か
か
わ
ら
ず
漢
人
に
よ
る
番
地
の
開
墾
が
既
成
事
実
化
す
る
に

つ
れ
、
政
府
は
そ
れ
ら
を
追
認
し
正
当
化
し
は
じ
め
た
。
こ
の
よ
う

な
漢
人
が
私
的
に
開
墾
し
た
番
地
を
申
告
さ
せ
、
そ
の
所
有
を
認
め

る
と
と
も
に
土
地
税
を
か
け
る
と
い
う
番
地
開
放
政
策
に
よ
っ
て
、

公
然
と
漢
人
の
手
へ
熟
番
地
が
流
出
し
た
。

　た
だ
、
こ
れ
ら
の
土
地
開
発
の
中
で
は
、
自
身
で
耕
作
が
で
き
な

い
熟
番
が
、開
墾
・
耕
作
を
希
望
す
る
漢
人
を
招
い
て
委
託
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り（

28
）、

移
民
漢
人
が
一
方
的
に
番
地
で
の
耕
作
を
求
め
た
だ
け

で
は
な
い
事
が
窺
え
る
。

乾
隆
期
（
雍
正
八
年
〜
乾
隆
五
十
五
年
）

　様
々
な
理
由
で
土
地
を

手
放
し
た
熟
番
は
し
だ
い
に
貧
窮
化
し
、
暴
動
に
発
展
す
る
こ
と
も

多
か
っ
た
た
め
、
清
朝
は
雍
正
末
年
（
一
七
三
五
）
に
は
再
び
漢
人

の
番
地
開
墾
を
禁
止
し
た
。
し
か
し
、乾
隆
三
十
三
年
（
一
七
六
八
）

の
閩
浙
総
督
崔
應
階
に
よ
る
、
漢
人
が
私
的
に
開
墾
し
た
番
地
の
所

有
を
認
め
て
土
地
税
を
か
け
る
と
と
も
に
、
熟
番
の
開
墾
地
に
対
し

て
も
同
様
の
所
有
を
認
め
る
措
置（

29
）の

結
果
、
経
済
的
な
弱
者
た
る
熟

番
の
手
か
ら
売
買
の
形
式
で
公
然
と
土
地
が
流
出
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
柯
志
明
は
こ
れ
を
「
番
業
戸
転
売
番
地
」
と
称
し
て
い
る
。
乾

隆
五
十
三
年
（
一
七
八
八
）
に
は
屯
庁
を
設
置
す
る
な
ど
漢
番
隔
離

を
図
る
政
策
に
転
じ
た
が
、
熟
番
は
こ
の
間
の
反
乱
弾
圧
に
よ
っ
て

弱
体
化
し
、
界
内
の
土
地
を
失
っ
て
、
界
外
の
山
寄
り
の
土
地
へ
の

移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
　地
権
と
土
地
税

　土
地
の
所
有
に
関
し
て
も
う
一
度
整
理
す
る
と
、
①
古
来
よ
り
の

番
人
の
土
地
、
②
移
民
漢
人
が
潜
墾
し
た
土
地
、
③
鄭
氏
時
代
の
耕

田
（
官
田
、
榮
盤
田
、
私
田
に
分
類
さ
れ
る
）
④
全
く
所
有
者
が
存
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在
し
な
い
土
地
の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
既
に
商
業
資
本
主
義
の

段
階
に
上
っ
て
い
た
清
国
で
は
、
土
地
所
有
権
の
確
立
に
清
国
国
法

を
台
湾
に
も
適
用
し
て
い
っ
た
。

　『臺
灣
私
法
』
は
、「
台
湾
が
清
朝
の
統
治
下
に
置
か
れ
た
二
百
十

二
年
の
間
、
移
民
の
数
も
膨
大
で
、
開
墾
区
域
も
広
大
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
在
に
お
け
る
台
湾
の
田
土
の
殆
ど
は
漢
人
に
依
っ
て
開
墾

さ
れ
た
も
の
で
、
総
じ
て
、
民
間
の
土
地
慣
習
に
基
づ
き
合
法
的
に

取
得
し
て
い
っ
た
」
と
解
釈
し
て
い
る（

30
）。

　番
地
へ
の
漢
人
の
進
出
に
伴
い
、
土
地
を
め
ぐ
る
争
い
が
頻
発
す

る
な
か
、
徐
々
に
土
地
権
利
の
確
定
が
進
み
、
地
主
と
小
作
と
の
関

係
や
、
小
作
料
や
政
府
へ
の
土
地
税
も
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
一
般

的
に
、
墾
戸
が
小
作
人
で
あ
る
佃
戸
か
ら
土
地
代
と
し
て
受
け
取
る

も
の
を
小
租
と
呼
び
、
墾
戸
が
土
地
税
と
し
て
政
府
に
納
付
す
る
も

の
を
大
租
と
呼
ん
だ（

31
）。

ま
た
、
熟
番
地
の
土
地
代
を
番
租
と
呼
び
、

漢
人
墾
戸
が
実
際
の
耕
作
農
民
か
ら
番
租
を
徴
収
し
て
そ
の
一
部
を

「
番
大
租
」と
し
て
番
社
に
支
払
う
形
態
で
あ
る
。山
沿
い
の
平
地
や
、

脱
税
に
よ
り
没
収
さ
れ
た
土
地
は
、
熟
番
に
属
す
る
土
地
と
し
て
確

保
さ
れ
た
ほ
か
、漢
人
佃
戸
が
熟
番
に
支
払
う
租
額
が
公
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
熟
番
保
護
政
策
と
し
て
熟
番
の
土
地
は
自
耕
、
或
い
は
漢
人

佃
戸
で
も
免
税
と
さ
れ
た（

32
）。

　一
方
で
、
シ
ェ
フ
ァ
ー
ド
は
、
清
朝
の
台
湾
原
住
民
に
対
す
る
土

地
政
策
の
分
析
を
通
じ
て
、『
臺
灣
私
法
』
以
来
の
日
本
側
研
究
者

の
一
貫
し
た
「
漢
人
の
進
出
に
よ
り
熟
番
が
土
地
を
失
っ
て
流
離
し

た
」
と
す
る
所
謂
「
熟
番
地
流
離
説
」
で
は
な
く
、「
清
朝
が
民
間

の
土
地
慣
行
に
順
応
し
つ
つ
熟
番
地
権
に
対
し
て
有
効
な
保
護
政
策

を
取
っ
た
結
果
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
『
臺
灣
私
法
』
に
反
論
し
た
。

シ
ェ
フ
ァ
ー
ド
は
、「
清
朝
は
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
及
び
華
南

の
地
域
経
済
上
の
視
点
か
ら
見
て
、
台
湾
が
経
済
・
地
理
上
の
重
要

な
地
域
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
理
解
し
て
お
り
、
国
際
戦
略
上
に
お

い
て
台
湾
を
無
視
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
、
そ
の
論
拠
と
し

て
「
番
租
を
支
払
う
土
地
は
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
台
湾
西
部

の
界
内
平
野
地
帯
に
も
広
範
に
残
存
し
て
い
た
」
と
し
て
い
る（

33
）。

さ

ら
に
、
乾
隆
中
期
以
後
に
「
番
大
租
制
」
の
形
成
が
台
湾
西
部
地
域

一
帯
で
支
配
的
と
な
り
、
日
本
統
治
時
代
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
継
続

し
た
が
、
二
百
年
に
及
ぶ
清
朝
統
治
の
間
で
の
熟
番
地
権
に
対
す
る

考
え
は
、
平
埔
族
、
移
住
漢
人
、
及
び
清
朝
の
三
者
間
の
関
係
に
よ
っ

て
変
化
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

　柯
志
明
は
『
番
頭
家
』
に
お
い
て
「
番
租
の
多
様
な
形
態
は
決
し

て
直
線
的
な
進
化
の
各
段
階
の
所
産
で
は
な
く
、
清
朝
の
試
行
錯
誤

的
な
政
策
展
開
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
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歴
史
的
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
べ
き
」
と
論
じ（

34
）、『

臺
灣
私
法
』

等
で
通
説
的
に
論
じ
ら
れ
る
「
流
離
説
」
を
明
確
に
否
定
し
た
上
で
、

「
清
末
に
お
け
る
番
租
の
所
在
地
は
、
シ
ェ
フ
ァ
ー
ド
の
言
う
界
内

平
野
だ
け
で
は
な
く
、
境
界
周
辺
や
そ
の
外
側
の
保
留
区
に
集
中
し

て
お
り
、
こ
の
事
は
、
シ
ェ
フ
ァ
ー
ド
が
言
う
、
清
朝
が
熟
番
の
も

と
も
と
持
っ
て
い
た
土
地
を
保
護
し
た
の
で
は
な
く
、
一
旦
土
地
を

手
放
し
た
熟
番
に
対
し
て
清
朝
が
政
策
的
に
土
地
を
与
え
て
そ
れ
を

保
護
し
た
と
見
る
べ
き
」
と
、
清
朝
に
よ
る
再
配
置
を
主
張
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
シ
ェ
フ
ァ
ー
ド
の
「
反
流
離
説
＝
保
護
説
」
と
も

異
な
る
第
三
の
説
と
し
て
、「
熟
番
の
再
配
置
説
」、
つ
ま
り
「
三
層

族
群
論
」
を
提
示
し
た
。

三

　植
民
地
交
易
と
民
番
関
係

　こ
こ
で
は
、
経
済
面
に
視
点
を
向
け
、
経
済
発
展
が
社
会
構
造
の

変
革
を
も
た
ら
す
と
言
う
事
実
を
、
暗
躍
す
る
番
割
や
通
事
の
働
き

を
通
じ
て
探
っ
て
み
る
事
と
す
る
。

　移
民
増
大
の
結
果
、漢
人
勢
力
が
飛
躍
的
に
増
大
す
る
と
と
も
に
、

清
代
初
期
に
「
化
外
の
地
」
と
し
て
顧
み
ら
れ
る
事
も
無
か
っ
た
台

湾
が
、
清
末
期
に
は
植
民
地
と
し
て
多
く
の
産
物
を
生
産
す
る
基
地

へ
と
変
貌
し
た
。

　明
末
の
鄭
成
功
の
時
期
（
一
六
八
二
年
頃
）
か
ら
始
ま
っ
た
開
拓

は
、
乾
隆
末
期
の
一
七
七
〇
〜
九
〇
年
頃
に
は
移
住
閩
人
に
よ
る
大

規
模
な
開
拓
行
為
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
。
移
民
漢
人
の
増
大
は
必
然
的

に
対
岸
の
諸
物
資
へ
の
希
求
を
も
増
大
さ
せ
る
の
は
必
然
で
あ
り
、

こ
の
時
期
か
ら
政
治
・
経
済
的
重
要
性
が
日
増
し
に
増
え
た
。
そ
し

て
、
大
陸
商
品
を
売
り
捌
く
商
人
（
多
く
の
場
合
閩
人
）
が
増
大
し

南
北
路
の
交
通
の
整
備
と
共
に
商
業
の
往
来
も
頻
繁
に
な
っ
た
。

　人
が
住
む
場
所
に
は
自
然
発
生
的
に
市
が
発
達
し
は
じ
め
る
が
、

こ
の
地
に
お
い
て
は
、
漢
人
と
生
番
と
が
そ
れ
ぞ
れ
物
品
を
持
ち
込

ん
で
交
易
す
る
互
市
、
即
ち
「
番
市
」
が
定
期
的
に
開
か
れ
る
事
が

黙
認
さ
れ
、
番
市
に
は
番
割
が
出
入
り
し
て
、
紅
布
、
毛
糸
、
砂
糖
、

酒
、
塩
な
ど
日
常
生
活
品
を
持
ち
込
み
、
生
番
が
所
有
す
る
鹿
皮
や

籐
木
な
ど
の
物
品
と
交
換
す
る
交
易
が
行
わ
れ
た
。
当
時
、
生
番
と

の
交
易
か
ら
得
た
利
益
に
対
し
「
番
餉
」
と
称
す
る
交
易
税
を
納
め

る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
は
じ
め
、
熟
番
の
一
部
（
社
丁
）
に
生
番
と

の
交
易
を
許
可
し
て
い
た
。
こ
の
様
な
交
易
に
は
「
番
割（

35
）」

と
称
す

る
商
人
が
、
大
陸
商
人
と
の
間
に
入
り
商
取
引
を
行
っ
た
。

　土
地
の
権
利
の
確
定
に
伴
い
土
地
税
と
し
て
の
台
湾
産
米
が
台
湾

海
峡
を
渡
る
事
で
台
湾
は
「
植
民
地
」
と
し
て
機
能
し
、
継
続
的
な
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人
口
増
は
持
続
的
経
済
発
展
を
招
い
た
。
ま
た
、
移
住
漢
人
の
拡
大

は
、
同
時
に
大
陸
文
化
へ
の
希
求
に
繋
が
り
、
商
人
ら
は
本
土
の
日

用
雑
貨
を
台
湾
に
、
台
湾
の
米
、
砂
糖
、
特
産
で
あ
る
樟
脳
な
ど
を

本
土
に
運
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
台
湾
は
「
国
内
植
民
地（

36
）」

と
し

て
の
確
定
的
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
嘉
慶
年
間
に

内
地
の
茶
樹
が
移
植
さ
れ
た
茶
生
産
は
、
道
光
期
か
ら
拡
大
を
は
じ

め
、同
冶
年
間
に
は
台
湾
烏
龍
茶
が
重
要
な
産
品
と
な
る
と
と
も
に
、

清
末
に
は
、
砂
糖
生
産
、
塩
業
も
整
備
さ
れ
、
そ
の
利
益
は
財
政
上

重
要
な
地
位
を
占
め
た
。

　こ
の
よ
う
な
経
済
活
動
の
活
発
化
に
と
も
な
い
、
台
湾
の
輸
出
入

商
人
は
独
自
の
組
織
を
持
ち
は
じ
め
、「
行
郊
」
或
い
は
、「
郊
行
」

と
称
さ
れ
る
商
業
ギ
ル
ド
へ
と
発
展
し
た
。
東
嘉
生
等
は
台
湾
に
お

け
る
郊
の
発
生
時
期
を
雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）
と
し
て
お
り
、
こ

の
頃
、
対
岸
と
の
取
引
に
従
事
し
て
い
た
商
人
達
は
、
当
時
ま
だ
半

鎖
国
的
自
給
自
足
の
段
階
に
あ
っ
た
台
湾
に
お
い
て
、
漢
人
相
手
に

雑
貨
品
の
販
売
上
の
独
占
権
を
獲
得
し
、
植
民
地
の
あ
ら
ゆ
る
需
要

を
充
た
す
た
め
内
容
の
充
実
と
規
模
を
拡
大
さ
せ
た
。
そ
し
て
そ
の

商
業
利
潤
を
以
て
農
民
に
対
す
る
高
利
貸
し
を
行
う
な
ど
、
単
純
な

商
業
取
引
か
ら
農
民
相
手
の
金
融
機
関
に
も
転
化
し
、
ま
た
、
開
拓

地
域
の
拡
大
に
従
っ
た
農
業
生
産
力
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
農
業
生

産
物
の
売
買
を
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た（

37
）。

な
お
、「
郊
」は「
交
」が
漳
・

泉
州
両
地
方
の
方
言
で
転
音
し
た
も
の
で
、
交
易
の
意
味
。
ま
た
、

「
行
」
は
共
同
組
合
を
意
味
し
「
幫
」
と
同
義
語
で
、「
行
郊
」
に
加

盟
す
る
商
人
は
「
郊
商
」
と
呼
ば
れ
た
。

　こ
れ
ら
の
郊
商
は
政
府
公
認
の
独
占
的
な
存
在
と
な
り
、
台
湾
の

商
業
資
本
家
と
し
て
発
展
し
た
。
彼
等
は
特
権
と
引
き
換
え
に
政
府

に
与
す
る
事
が
多
く
、
住
民
の
蜂
起
や
抵
抗
運
動
に
際
し
て
は
、
軍

資
金
の
献
上
や
鎮
圧
に
加
勢
す
る
た
め
の
「
義
民
」
の
募
集
な
ど
で

政
府
に
協
力
し
て
政
商
へ
の
道
を
歩
ん
だ（

38
）。

　
　食
料
生
産

　『重
修
福
建
臺
灣
府
志
』
に
依
る
と
、
清
初
康
煕
二
十
三
年
（
一

六
八
三
）
の
台
湾
府
で
の
登
録
農
地
は
、
一
万
八
千
四
百
五
十
三
甲

で
あ
っ
た
が
、
五
十
年
後
の
雍
正
十
三
年
（
一
七
三
五
）
に
は
約
三

倍
の
五
万
二
千
八
百
六
十
二
甲
に
拡
張
し
た（

39
）。

こ
れ
を
年
率
に
換
算

す
る
と
約
二
％
増
と
な
り
、
当
時
の
農
具
の
水
準
や
荒
れ
果
て
た
地

勢
か
ら
見
て
、
か
な
り
の
急
ピ
ッ
チ
で
農
地
開
拓
が
実
行
さ
れ
た
事

が
伺
え
る
。

　康
煕
五
十
九
年
（
一
七
一
九
）、
清
代
台
湾
に
お
け
る
重
要
な
水

利
事
業
者
と
し
て
有
名
な
施
世
榜
は
、
台
湾
中
部
の
濁
水
渓
を
利
用
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し
た
水
利
工
事
で
あ
る
「
八
堡
圳
」
を
開
通
さ
せ
た
が
、
こ
の
事
業

に
よ
っ
て
中
部
エ
リ
ア
が
台
湾
経
済
発
展
上
で
の
重
要
な
地
域
を
占

め
る
に
至
っ
た（

40
）。

ま
た
、鳳
山
県
で
は
道
光
年
間
（
一
八
四
〇
年
頃
）

「
曹
公
圳
」
と
命
名
さ
れ
た
鳳
山
知
県
の
曹
謹
に
よ
る
大
規
模
な
灌

漑
事
業
が
行
わ
れ
た（

41
）。

こ
れ
は
下
淡
水
渓
か
ら
農
業
用
水
を
灌
漑
す

る
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
頻
発
し
て
い
た
旱
魃
被
害
が
解
消

し
、
鳳
山
エ
リ
ア
も
有
数
の
穀
倉
地
帯
と
な
っ
た
。

　こ
の
背
景
に
は
、
温
暖
だ
が
冬
季
は
小
雨
の
気
候
に
対
応
し
、
栽

培
季
節
の
前
倒
し
が
可
能
な
本
土
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
別
名
「
安

南
蚤（

42
）」

と
呼
称
さ
れ
る
早
稲
種
、
所
謂
「
チ
ャ
ン
パ
米
」
の
導
入
に

よ
り
二
期
作
が
可
能
と
な
っ
た
事
と
、
収
量
の
多
い
高
生
産
性
品
種

を
導
入
す
る
等
の
農
業
技
術
の
進
歩
に
よ
り
食
糧
事
情
が
好
転
し
た

事
で
、
雪
だ
る
ま
式
な
農
地
の
拡
大
と
移
民
増
加
の
サ
イ
ク
ル
が
回

転
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
、
台
湾
へ
の
移
民
の
加
速
を
促
し
た
事
は

も
と
よ
り
、
福
建
の
「
穀
倉
」
と
し
て
機
能
し
は
じ
め
、
本
土
の
食

糧
不
足
を
補
う
存
在
と
な
っ
た
。

　
　番
割
、
通
事
等
の
暗
躍
と
民
番
結
婚

　清
朝
は
番
割
を
内
地
奸
民
と
呼
び
警
戒
し
て
い
た
。
巡
視
台
湾
御

史
赫
碩
色
・
夏
之
芳
の
雍
正
七
年
（
一
七
二
九
）
三
月
十
六
日
の
「
敬

陳
臺
地
事
宜
摺
」
で
は
、「
内
地
奸
民
の
中
に
は
番
語
を
学
ん
で
生

番
の
女
を
娶
り
、
親
戚
関
係
を
結
ん
で
生
番
の
居
住
区
域
内
に
住
ん

で
い
る
者
が
あ
り
、
内
地
の
塩
・
鉄
・
火
薬
な
ど
を
生
番
に
売
り
わ

た
し
、
武
器
の
使
い
方
を
指
導
し
て
い
る
」
と
危
惧
し（

43
）、

安
全
保
障

の
観
点
か
ら
番
地
進
入
の
禁
止
措
置
が
と
ら
れ
た
。

　一
方
で
、
彼
ら
の
も
つ
生
番
と
の
関
係
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
事
情
も
あ
り
、
漢
人
・
生
番
間
の
交
易
を
既
成
事
実
と
し
て
公

認
し
た
上
で
管
理
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
福
建
布
政
使

高
山
の
乾
隆
十
年
（
一
七
四
五
）
の
「
臺
灣
事
宜
疏
」
に
は
、
漢
人

と
生
番
と
の
取
引
は
基
本
的
に
禁
止
す
る
方
針
を
謳
い
つ
つ
、「
生

番
が
所
有
す
る
鹿
皮
・
籐
木
は
、
す
べ
て
塩
・
布
・
茶
・
煙
草
な
ど

の
物
品
と
交
換
し
て
い
て
、
に
わ
か
に
は
禁
じ
難
い
」
と
し
、
交
易

の
日
時
を
定
め
限
定
的
な
交
易
を
許
可
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る（

44
）。

　『臺
灣
私
法
』
で
は
、「
番
割
と
は
、
生
番
界
に
お
い
て
生
番
と
物

品
の
交
換
を
行
う
業
者
の
事
で
、
通
常
、
番
語
に
精
通
し
た
熟
番
人
」

と
し
て
お
り
、
番
割
を
内
地
奸
民
、
つ
ま
り
無
頼
漢
人
と
し
た
清
朝

の
文
献
と
異
な
り
、熟
番
が
そ
の
役
割
を
し
て
い
た
と
あ
る
。
ま
た
、

「
阿
里
山
に
は
原
住
民
を
う
ま
く
制
御
し
、
番
租
の
収
納
を
も
任
さ

れ
て
い
た
阿
里
山
總
辧
な
る
業
者
が
い
て
、
阿
里
山
の
産
物
を
集
荷

し
取
引
す
る
特
権
を
得
て
い
た
」と
の
原
住
民
の
証
言
記
録
が
あ
り
、
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ま
た
、「
番
割
は
本
来
總
辧
の
使
用
人
で
あ
っ
て
年
に
百
二
十
元
の

賃
金
を
受
け
て
い
た
が
、
後
に
年
に
百
元
の
税
（
名
義
料
）
を
總
辧

に
納
め
る
事
に
よ
っ
て
生
番
制
御
の
責
任
を
負
う
と
共
に
生
番
と
の

取
引
を
独
占
し
た
」
と
述
べ
て
い
る（

45
）。

　清
朝
は
番
割
の
行
動
を
警
戒
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
は
、
課
税
を

通
じ
た
官
の
支
配
体
制
の
維
持
と
、
治
安
対
策
の
二
つ
の
側
面
が
想

定
で
き
る
。
一
つ
目
は
既
に
述
べ
た
人
頭
税
、
土
地
税
等
の
熟
番
へ

の
課
税
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
土
地
を
租
借
し
て
い
る
漢
人
が

代
理
納
税
を
し
て
い
た
。
北
路
理
番
同
知
鄧
傳
安
の
『
蠡
測
彙
鈔
』

に
「
夫
輸
餉
之
社
、
歸
化
社
也
、
不
輸
餉
之
社
、
野
番
也
。」
と
あ

る
よ
う
に（

46
）、

生
番
と
熟
番
の
区
別
は
納
税
の
有
無
に
絞
ら
れ
、
生
番

は
非
納
税
者
で
あ
る
。
生
番
と
の
交
易
を
す
る
番
割
は
脱
税
に
荷
担

す
る
者
と
し
て
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
る
対
象
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

　し
か
し
、
二
つ
目
の
治
安
対
策
に
関
し
て
は
疑
問
も
あ
る
。
本
来

官
の
管
理
下
に
置
く
べ
き
銃
砲
・
火
薬
類
を
、
商
業
活
動
の
中
で
安

易
に
生
番
に
売
り
渡
す
行
為
の
存
在
で
あ
る
。『
臺
灣
私
法
』で
は「
番

割
が
原
住
民
と
交
換
す
る
物
品
の
主
な
も
の
は
布
、
鍋
、
番
仔
火

（
マ
ッ
チ
）、
銃
、
火
薬
等
で
、
元
来
台
湾
に
お
い
て
銃
砲
火
薬
を
製

造
販
売
し
、
こ
れ
ら
を
以
て
生
番
と
交
易
す
る
事
は
律
例
に
違
反
す

る
が
、
こ
の
規
定
は
実
効
を
伴
わ
ず
番
割
は
官
庁
よ
り
廃
銃
の
払
い

下
げ
を
受
け
て
こ
れ
を
修
理
し
、
火
薬
は
対
岸
の
興
化
県
よ
り
来
る

客
商
か
ら
購
入
し
て
番
界
の
産
物
と
交
換
に
充
て
た
。」
と
言
う（

47
）。

　こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
相
対
的
に
安
価
な
商
材
を
購
入
す

る
特
権
を
維
持
す
る
た
め
に
番
割
は
生
番
に
擦
り
寄
り
、
狩
猟
用
の

銃
器
を
売
り
渡
し
、
結
果
的
に
多
く
の
皮
革
類
の
産
出
を
企
て
る
と

と
も
に
、
無
知
で
凶
暴
で
武
装
化
し
た
生
番
を
演
出
し
、
自
分
た
ち

の
み
が
彼
等
と
の
接
点
を
持
つ
事
で
よ
り
多
く
の
利
益
を
生
み
出
し

た
構
図
で
あ
ろ
う
。
同
時
に「
廃
銃
の
払
い
下
げ
」の
事
実
か
ら
、「
簡

単
に
修
理
で
き
る
銃
」
を
「
内
地
奸
民
」
で
あ
る
番
割
に
払
い
下
げ

た
官
の
行
為
に
は
、
正
当
な
行
政
を
装
い
な
が
ら
私
腹
を
肥
や
す
意

図
が
界
間
見
え
る
。

　ま
た
、
台
湾
原
住
民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
族
ご
と
に
独
自
の
言
語

を
持
っ
て
い
る
事
か
ら
、
清
朝
は
生
番
と
の
接
触
に
お
い
て
、
地
方

官
の
下
に
位
置
し
た
役
人
で
あ
る
通
事
を
通
訳
と
し
て
利
用
し
た
。

通
事
は
番
婦
を
娶
っ
た
漢
人
や
、
漢
語
を
理
解
す
る
原
住
民
ら
で
、

生
番
の
居
住
区
域
内
に
居
住
し
、
通
訳
の
役
割
の
み
な
ら
ず
清
朝
と

生
番
と
の
仲
介
と
し
て
働
い
た
。
ま
た
、
そ
の
特
権
を
利
用
し
て
商

業
活
動
を
は
じ
め
た
が
、
使
用
人
で
あ
っ
た
「
番
割
」
に
徐
々
に
そ

の
地
位
を
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。
多
く
の
場
合
、
番
割
も
ま
た
生
番
の

居
住
区
域
内
に
居
住
し
、原
住
民
語
に
精
通
し
、生
番
の
女
性
を
娶
っ
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て
親
戚
関
係
を
結
ん
だ
。
民
番
結
婚
は
清
代
に
な
っ
て
一
般
的
に

な
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
は
漢
人
の
女
性
が
台
湾
渡
来
を
禁
止
さ
れ

て
い
た
こ
と
と
、
番
婦
を
娶
る
こ
と
に
よ
っ
て
番
地
侵
佔
を
図
る
と

い
う
、
移
住
漢
人
側
の
二
つ
の
動
機
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
生

物
的
欲
求
に
留
ま
ら
ず
、
商
業
活
動
の
重
要
な
手
段
と
し
て
、
漢
人

が
原
住
民
女
性
を
娶
り
、
自
ら
の
商
売
に
利
用
し
た
。
勿
論
、
原
住

民
側
に
と
っ
て
も
交
易
は
魅
力
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
が
か
り

と
し
て
漢
人
と
の
婚
姻
は
有
効
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
夫
婦
は
通

事
体
制
と
強
い
関
係
が
あ
り
、番
割
と
の
連
携
を
容
易
に
す
る
な
ど
、

結
果
と
し
て
「
民
番
結
婚
」
は
清
朝
に
よ
る
植
民
地
台
湾
の
経
済
活

動
を
支
え
た
事
は
疑
う
余
地
は
無
い
。

四

　三
層
族
群
論
へ
の
批
判
と
四
大
族
群
の
実
相

　以
後
の
議
論
の
た
め
に
、
前
章
で
若
干
触
れ
た
柯
志
明
の
『
番
頭

家
』
中
の
「
三
層
族
群
論
」
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
て
お
く
。

　同
書
で
は
、
清
朝
の
台
湾
政
策
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
の
は
、
治

安
維
持
の
見
地
か
ら
住
民
を
漢
人
と
熟
番
・
生
番
と
の
三
層
に
分
け

る
政
策
が
清
代
台
湾
原
住
民
政
策
の
骨
格
を
な
し
、
山
沿
い
の
平
地

に
熟
番
を
配
置
し
て
平
野
の
漢
人
と
山
地
の
生
番
の
間
の
緩
衝
装
置

と
な
し
つ
つ
三
者
の
分
離
を
図
っ
た
と
す
る
。高
山
が
乾
隆
十
年（
一

七
四
五
）
に
「
陳
臺
灣
事
宜
疏
」
で
提
示
し
た
こ
の
概
念
は
、
番
地

境
界
の
再
確
定
と
と
も
に
、
各
地
で
頻
発
す
る
反
乱
に
手
を
焼
い
て

い
る
中
、熟
番
の
武
力
を
利
用
し
て
辺
界
の
守
備
を
行
う
と
い
う「
隘

番
制
」
を
実
施
さ
せ
、
ま
た
、
治
安
維
持
に
熟
番
を
利
用
す
る
体
制

の
確
立
に
対
応
し
て
、
熟
番
の
生
計
を
保
障
す
る
た
め
の
「
隘
番

口
糧
的
特
恵
制
度
」
と
、
熟
番
保
護
の
機
構
と
し
て
「
理
番
同
知
衙

門
設
置
」
の
二
つ
の
「
恤
番
」
政
策
が
採
用
さ
れ
、
結
果
と
し
て
熟

番
地
権
保
護
政
策
の
一
里
塚
を
成
し
た
（
第
八
章
小
結
）。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
漢
人
の
界
外
進
出
は
止
む
こ
と
は
な
く
、
各
地
で
生
番
と

の
衝
突
が
頻
発
し
た
が
、
加
え
て
、
閩
粤
熟
生
相
互
間
の
紛
争
も
拍

車
を
か
け
た
。中
で
も
乾
隆
五
十
二
年（
一
七
八
七
）に
勃
発
し
た「
林

爽
文
の
乱
」
に
代
表
さ
れ
る
乾
隆
年
間
後
期
の
諸
動
乱
が
、
生
番
の

住
む
山
地
を
根
城
に
活
動
す
る
漢
人
の
存
在
を
官
側
に
認
識
さ
せ
る

と
共
に
、
こ
の
乱
で
示
し
た
熟
番
の
清
朝
へ
の
忠
誠
は
清
朝
と
熟
番

と
の
同
盟
関
係
を
さ
ら
に
強
化
さ
せ
た
。

　以
上
が
『
番
頭
家
』
の
主
た
る
主
張
で
、
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ

た
体
制
が
、
そ
の
後
清
末
の
劉
銘
伝
の
改
革
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
持

続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
筆
者
は
若
干
異
な
る
考
え
を
持
っ

て
い
る
。
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　『番
頭
家
』
か
ら
読
み
取
れ
る
三
層
族
群
論
の
概
念
は
、
官
側
が

「
民
」
を
管
理
す
る
上
で
漢
人
と
番
人
と
を
区
分
し
、
そ
の
上
で
管

理
の
し
易
さ
の
違
い
に
よ
っ
て
番
人
を
生
・
熟
に
区
分
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
反
乱
・
混
乱
の
芽
を
つ
み
取
る
手
段
と
し
て
、

生
・
熟
・
漢
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
の
地
理
的
配
置
を
定
め
た
に
過

ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
三
層
族
群
論
に
よ
っ
て
現
実
社
会
の
中
で

の
各
族
群
の
地
位
や
部
落
形
成
を
説
明
す
る
事
は
で
き
な
い
と
考
え

る
。
加
え
て
、
移
住
漢
人
は
少
な
く
と
も
一
括
り
の
「
漢
人
」
で
は

な
く
、
少
な
く
と
も
「
閩
人
」
と
「
粤
人
」
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
単
な
る
出
身
地
の
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
階
層

と
し
て
も
二
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　注
2
で
あ
げ
た
『
臺
灣
在
籍
漢
民
族
鄕
貫
別
調
査
報
告
』
に
よ
る

開
拓
農
地
の
分
布
か
ら
は
、
開
墾
の
容
易
な
地
は
熟
番
や
閩
人
が
住

み
つ
き
、山
麓
部
の
荒
れ
地
に
は
粤
人
が
住
み
つ
い
た
事
が
分
か
る
。

同
調
査
報
告
と
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
事
項
を
重
ね
合
わ
せ
て
鳳
山

県
地
勢
図
と
し
て
筆
者
が
纏
め
た
も
の
が
、
付
図
二
で
あ
る
。
こ
の

図
は
、
村
落
の
平
面
空
間
配
置
と
、
そ
の
標
高
を
模
式
的
に
表
現
し

て
お
り
、
村
落
の
形
成
が
地
勢
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
推

定
で
き
る
。
ま
た
、
時
系
列
的
な
空
間
配
置
を
も
示
し
た
。
こ
こ
か

ら
わ
か
る
こ
と
は
、
西
部
沿
岸
地
帯
に
は
閩
人
が
、
下
淡
水
渓
東
側

に
は
「
熟
番
」
が
、
そ
の
東
部
の
山
裾
に
は
「
粤
人
」
が
、
そ
し
て

山
間
部
に
「
生
番
」
の
部
落
が
形
成
さ
れ
、
四
ス
ト
ラ
イ
プ
状
の
構

造
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
先

行
移
住
の
閩
人
は
沿
岸
部
を
開
墾
し
て
そ
こ
に
住
居
を
構
え
、
下
淡

水
渓
東
部
に
居
住
し
て
漢
人
と
の
接
触
と
共
に
漢
化
が
進
ん
だ
熟
番

は
、
そ
の
地
に
広
大
な
村
落
群
を
形
成
し
て
次
第
に
清
朝
の
支
配
体

制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
遅
れ
て
や
っ
て
来
た
粤
人

は
、
既
に
こ
の
段
階
で
は
開
墾
す
る
た
め
の
上
質
の
土
地
は
な
く
、

山
沿
い
の
荒
れ
地
で
の
開
墾
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
そ
の
土
地
は
生
番
と
の
接
触
の
危
険
が
多
い
地
域
で
も
あ
る
。

　こ
の
配
置
は
、
明
ら
か
に
農
地
開
墾
の
容
易
さ
の
順
で
あ
り
、
開

拓
地
の
質
に
伴
う
豊
か
さ
の
差
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
閩
人

と
粤
人
と
間
で
の
深
刻
な
亀
裂
を
生
み
出
し
、
後
の
反
乱
の
下
地
と

な
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
層
論
の
構
図
で
あ
る
「
官
」

が
「
漢
」
と
「
生
」
の
間
に
「
熟
」
を
配
置
し
た
」
と
の
認
識
は
、

少
な
く
と
も
鳳
山
県
に
お
い
て
は
、
適
用
が
困
難
で
あ
り
、
も
っ
と

別
な
要
因
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
筆
者
は
「
三
層
族

群
論
」
へ
の
異
論
と
し
て
以
下
の
二
つ
を
提
示
し
た
い
。

　第
一
に
、地
理
的
に
見
て
「
三
層
」
配
置
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
、

こ
こ
鳳
山
県
の
み
な
ら
ず
、
台
湾
全
土
で
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
事
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で
あ
る
。
つ
ま
り
高
山
の
「
三
層
構
想
」
は
理
念
と
し
て
理
解
は
可

能
だ
が
実
行
が
伴
な
っ
て
お
ら
ず
、
構
想
に
終
わ
っ
た
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　第
二
に
、
墾
戸
・
佃
戸
関
係
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
業
現
場
に

お
い
て
も
支
配
者
で
あ
る
墾
戸
と
被
支
配
階
層
で
あ
る
佃
戸
の
存
在

が
、
逆
に
農
地
開
拓
を
加
速
さ
せ
、
漢
人
移
住
の
原
動
力
と
も
な
り
、

こ
の
墾
戸
が
官
や
商
業
資
本
と
結
び
つ
き
、
結
果
と
し
て
清
朝
に
よ

る
植
民
地
支
配
を
強
化
し
た
と
見
る
。

　つ
ま
り
、
柯
志
明
氏
の
主
張
す
る
「
清
朝
が
明
確
な
意
思
を
持
っ

て
三
層
族
群
制
を
梃
子
に
、
台
湾
の
支
配
体
制
を
整
え
た
」
と
言
う

よ
り
も
、「
官
の
支
配
体
制
の
維
持
が
目
的
化
し
、
結
果
と
し
て
商

業
資
本
と
結
び
つ
い
て
植
民
地
の
経
営
を
進
め
た
」と
の
視
点
か
ら
、

「
官
と
商
業
資
本
の
結
び
つ
き
の
結
果
と
し
て
熟
番
地
の
大
量
流
出

が
起
こ
っ
た
」
と
結
論
づ
け
た
い
。

　
　五
層
社
会
モ
デ
ル
の
構
築

　閩
・
粤
・
熟
・
生
の
四
大
族
群
の
分
類
は
、
単
に
民
族
の
出
自
を

基
に
し
た
概
念
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
階
層
と
し
て
存
在
し
て
い
た

こ
と
は
今
ま
で
に
も
述
べ
た
が
、
ま
た
、
四
大
族
群
は
被
支
配
階
層

で
あ
っ
た
「
民
」
の
分
類
で
も
あ
る
。

　政
治
的
支
配
階
層
で
あ
る
「
官
」
は
「
民
」
の
上
に
位
置
す
る
立

場
を
最
大
限
利
用
し
、
手
近
な
通
事
や
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
番
割
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
「
植
民
地
」
台
湾

で
の
利
益
独
占
に
走
っ
た
。
つ
ま
り
、
官
吏
階
層
は
単
な
る
行
政
上

の
支
配
に
留
ま
ら
ず
経
済
的
に
も
支
配
階
層
に
属
し
て
お
り
、
一
つ

の
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
と
し
て
区
分
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
か
ら
、当
時
の
社
会
構
造
を
閩
・
粤
・
熟
・
生
の
四
つ
の
族
群
に「
官
」

を
加
え
た
「
五
層
社
会
」
と
し
て
表
現
す
る
の
が
適
切
だ
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
を
構
成
す
る
こ
れ
ら

の
五
層
は
互
い
に
独
立
し
、
相
容
れ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
各
階
層
間
の
何
ら
か
の
接
触
や
交
流
な
ど
は
否
定
で
き
な
い
筈
で

あ
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　官
の
植
民
地
経
営
を
支
え
る
産
業
発
展
は
、
資
本
家
に
よ
る
組
織

的
な
農
業
基
盤
整
備
が
そ
の
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
必
需
品
の
流
通
を
通

じ
た
商
業
活
動
の
発
展
が
多
く
の
移
民
の
生
活
を
支
え
る
と
共
に
、

植
民
地
機
能
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
社
会
階
層
と
し
て
分
割
さ
れ
た

各
階
層
は
互
い
に
相
容
れ
な
い
感
情
を
維
持
し
つ
つ
、
現
実
生
活
に

お
い
て
は
経
済
活
動
を
通
じ
て
融
合
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
組
織
的
な
経
済
活
動
を
支
え
た
の
は
、
各
階
層
に
属
す
る
人

達
の
絶
え
ざ
る
欲
求
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
媒
介
し
た
通
事
・
番
割
の
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役
割
は
重
要
で
、
毛
細
血
管
の
よ
う
に
末
端
組
織
へ
の
補
給
の
役
割

を
果
た
し
た
。
も
し
番
割
等
の
活
動
が
無
け
れ
ば
官
や
商
業
資
本
の

利
益
を
も
制
限
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
清
の
植
民
地
経
済
を

支
え
た
の
は
、資
本
家
の
存
在
と
番
割
等
の
活
動
で
あ
る
と
言
え
る
。

　各
階
層
間
を
自
由
に
行
き
交
う
存
在
で
あ
っ
た
通
事
・
番
割
等
を

エ
レ
ベ
ー
タ
に
例
え
れ
ば
、当
時
の
社
会
構
造
を
、五
階
建
て
デ
パ
ー

ト
（
各
階
層
）
と
エ
レ
ベ
ー
タ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
描
け
る
。

（
左
図
「
五
層
社
会
モ
デ
ル
」
参
照
）

　当
論
文
の
結
論
を
整
理
す
る
と
、
次
の
三
点
に
絞
る
事
が
出
来
る

①
柯
志
明
氏
ら
の
「
三
層
族
群
論
」
は
地
理
的
配
置
上
で
、
論
拠
を

失
っ
て
お
り
、
閩
粤
を
一
括
の
漢
人
と
す
る
事
に
無
理
が
あ
る
。

②
族
群
の
構
成
は
、「
閩
」「
粤
」「
熟
」「
生
」
の
四
つ
に
加
え
、「
官
」

を
加
え
た
五
層
社
会
と
し
て
表
現
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

③
社
会
の
構
造
で
は
商
業
資
本
と
官
吏
の
癒
着
が
決
定
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

註（
1
）
柯
志
明
『
番
頭
家
：
清
代
臺
灣
族
群
政
治
與
熟
番
地
權
』（
中
央
研
究

院
社
会
学
研
究
所

　二
〇
〇
一
）。
全
十
三
章
の
多
岐
に
わ
た
る
内
容

で
あ
る
が
、「
三
層
族
群
制
」
に
関
し
て
は
第
七
章
で
詳
し
く
考
察
し

て
い
る
。

（
2
）
臺
灣
總
督
府
官
房
調
査
課
編
『
臺
灣
在
籍
漢
民
族
鄕
貫
別
調
査
』（
臺

灣
總
督
府

　一
九
二
八
）

（
3
）
閩
は
福
建
省
の
古
称
。
中
央
の
官
僚
は
蔑
視
的
な
「
閩
」
の
文
字
を
使

用
し
た
。
台
湾
に
お
い
て
は
限
定
的
に
福
建
省
の
漳
州
や
泉
州
地
域

出
身
者
を
指
す
事
が
多
い
。

（
4
）
粤
は
広
東
省
の
古
称
。
一
般
に
粤
人
は
広
東
省
出
身
者
を
意
味
す
る

が
、
台
湾
に
お
い
て
は
狭
義
に
「
粤
人
＝
客
家
人
」
と
の
認
識
が
定

着
し
て
い
る
。

（
5
）『
臺
灣
私
法
』
第
一
巻
第
一
章
第
一
節
第
四
款

　七
一
頁

（
6
）『
臺
灣
蕃
人
事
情
』
第
三
篇
第
二
章
第
六

　二
一
四
頁

五層社会モデル
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（
7
）
笠
原
政
治
「
幻
の
ツ
ァ
リ
セ
ン
族
」（『
台
湾
原
住
民
研
究
』
第
二

号

　風
響
社

　一
九
九
七
）
に
は
、「
伊
能
が
ツ
ァ
リ
セ
ン
族
と
分
類

し
た
下
三
社
番
、
四
社
番
等
は
、
ル
カ
イ
族
或
い
は
パ
イ
ワ
ン
族
に

分
類
さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
ツ
ァ
リ
セ
ン
族
と
い
う
呼
称
が
誤
解
に

基
づ
く
」
と
し
て
い
る
。

（
8
）『
臺
灣
蕃
人
事
情
』
百
六
二
頁

　
　

 

舊
清
國
政
府
ニ
於
テ
ハ
此
兩
者
ヲ
離
間
シ
テ
一
層
反
目
セ
シ
メ
タ
ル

形
跡
ア
リ
即
チ
前
山
ノ
蕃
人
ニ
シ
テ
奥
山
ノ
蕃
人
ヲ
殺
シ
タ
ル
ト
キ

ニ
ハ
物
ヲ
與
ヘ
テ
之
ヲ
賞
シ
又
奥
山
ノ
蕃
人
ニ
シ
テ
前
山
ノ
蕃
人
ヲ

殺
シ
タ
ル
時
モ
亦
然
リ
此
ク
シ
テ
兩
蕃
人
ヲ
反
目
セ
シ
メ
タ
ル
ハ
蕃

人
ノ
勢
力
ヲ
削
キ
且
其
繁
殖
ヲ
妨
ケ
タ
リ
シ
モ
ノ
ヽ
如
シ

（
9
）
伊
能
嘉
矩
『
臺
灣
文
化
志
』
中
巻
（
刀
江
書
院

　一
九
二
八
﹇
復
刻

版

　一
九
六
五
﹈）
七
七
〇
頁

　
　

 

な
お
、「
三
禁
の
制
」
は
施
琅
が
建
議
し
、
裁
可
後
施
行
さ
れ
た
と
の

通
説
が
あ
る
が
、
正
式
な
文
書
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

（
10
）
陳
秋
坤
「
清
代
臺
灣
地
權
分
配
與
客
家
産
權･･

清
代
臺
灣
地
權
分
配

與
客
家
産
權
以
屏
東
平
原
爲
例
」（『
歴
史
人
類
學
刊
』
第
二
卷
二

期

　二
〇
〇
四
）

（
11
）
地
域
別
に
六
個
の
義
勇
軍
組
織
（
堆
）
を
形
成
し
、官
軍
に
協
力
し
た
。

右
堆
（
美
濃
、
六
龜
、
旗
山
等
）、
左
堆
（
新

、
佳
冬
等
）、
前
堆
（
長

治
、
麟
洛
、
屏
東
等
）、
後
堆
（
内
埔
）、
中
堆
（
竹
田
）、
先
鋒
堆
（
萬

巒
）
の
六
堆
を
指
す
。

（
12
）
所
謂
台
湾
人
。
従
前
か
ら
台
湾
に
住
ん
で
い
た
閩
南
系
漢
民
族
の
子

孫
と
、
原
住
民
と
漢
民
族
と
の
混
血
の
子
孫
を
指
す
。

（
13
）
劉
良
壁
『
重
修
福
建
臺
灣
府
志
』（『
臺
灣
文
獻
叢
刊
』
七
四

　大
通

書
局
）
巻
十
一

　學
校

（
14
）『
臺
灣
番
人
事
情
』
第
四
編
沿
革
誌
第
二
章
第
二
支
那
人
の
蕃
人
教

育

　二
六
七
頁

　
　

 

各
蕃
童
能
ク
四
書
及
毛
詩
ヲ
背
謡
シ
得
ル
ニ
至
リ
中
ニ
ハ
詩
經
易
經

ヲ
背
謡
シ
テ
訛
ナ
キ
モ
ノ
ア
リ
作
字
モ
頗
ル
法
ニ
楷
ヘ
リ

（
15
）
蔣
毓
英
撰
『
臺
灣
府
志
』（『
臺
灣
府
志
三
種
』
中
華
書
局

　一
九
八
五
）

巻
五

　土
番
風
俗

　
　

 

鳳
山
之
下
淡
水
等
八
社
、
不
捕
禽
獸
、
專
以
耕
種
爲
務
、
計
丁
輸
米

于
官
。

（
16
）
黄
叔

撰
『
臺
海
使
槎
錄
』（『
故
宮
珍
本
叢
刊
』
第
二
七
二
冊
）
巻

七

　南
路
鳳
山
傀
儡
番
二

　
　

 

種
薯
芋
黍
米
以
充
食
。
種
時
男
婦
老
幼
偕
往
、
無
牛
只
犁
耙
、
惟
用

鐵
錐
鋤
鑿
栽
種
。

（
17
）『
重
修
鳳
山
縣
志
』（『
臺
灣
文
獻
叢
刊
』
一
四
六

　大
通
書
局
）
巻

四

　田
賦
志

　番
餉
（
附
）
生
番
歸
化
折
納
鹿
皮
價
銀

（
18
）『
臺
海
使
槎
錄
』（
同
註
16
）
巻
七

　南
路
鳳
山
瑯
嶠
十
八
社
三

　飲
食

　
　

 

諸
番
傍
巖
而
居
、
或
叢
處
内
山
、
五
穀
絶
少
。
斫
樹
燔
根
以
種
芋
、

魁
大
者
七
、
八
觔
、
貯
以
為
糧
。

（
19
）
平
埔
文
化
資
訊
網:http://ianthro.tw/p/116

「
族
群
・
分
布
與
遷
徙
」

の
中
の
「
平
埔
族
在
歷
史
上
的
遭
遇
」
か
ら
引
用

（
20
）Joà  R

. Shepherd

『Statecraft and P
olitical E

conom
y on the 

T
aiwan F

rontier, 1600-1800

』
一
六
一
頁

（
21
）
東
嘉
生
「
清
朝
治
下
の
土
地
所
有
形
態
」（『
臺
灣
經
濟
史
研
究
』
所
収
）

第
一
章
「
清
朝
以
前
の
臺
灣
土
地
領
有
」
一
七
八
頁
以
下

（
22
）
農
地
に
転
用
可
能
な
土
地
の
意
味
と
し
て
解
釈
。
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（
23
）『
欽
定
戸
部
則
例
』(

註
24
参
照)

で
は
、「
贌
」
の
文
字
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
昨
今
の
論
文
や
解
説
文
の
中
で
、「
贌
」
に
代
わ
り
「
瞨
」

の
文
字
の
使
用
、或
い
は
「
私
」
を
「
租
」
と
す
る
も
の
も
散
見
す
る
が
、

こ
れ
ら
は
字
義
か
ら
し
て
誤
用
で
あ
ろ
う
。
文
脈
か
ら
見
て
、「
私
贌
」

は
「
無
届
で
の
熟
番
地
の
租
借
と
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
開
墾
」、

つ
ま
り
、「
私
墾
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
解
釈
し
た
。

　
　

 

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
台
湾
大
百
科
事
典
」
に
依
る
と
「
贌
」

は
オ
ラ
ン
ダ
語
のP

acht
の
音
訳
で
閩
南
語
で
はP

ak

と
発
音
さ
れ

る
。
租
借
、
賃
貸
借
が
主
意
で
、
条
約
等
の
意
味
も
持
つ
。（http://

taiwanpedia.culture.tw/web/content?ID
=5998&

K
eyword=%

E
8%

B
4%

8C

）

（
24
）『
欽
定
戸
部
則
例
』 （『
故
宮
珍
本
叢
刊
』
第
二
八
四
冊
）
巻
八
、
十
葉

　田
賦

　盗
耕
田
地

　
　

 

一

　凡
盗
耕
他
人
田
地
、（
中
略
）
官
田
歸
官
、
民
田
給
主
。

　
　

 

一

　臺
灣
奸
民
私
贌
熟
番
埔
地
者
、
依
盜
耕
本
律
問
擬
、
於
生
番
界

内
私
墾
者
、
依
越
渡
關
塞
律
問
擬
、
田
仍
歸
番
。

（
25
）
漢
人
が
熟
番
の
土
地
を
開
墾
し
、
そ
の
土
地
税
を
肩
代
わ
り
し
て
納

税
す
る
仕
組
み
。
実
質
的
に
漢
人
の
土
地
と
同
等
と
な
る
。

（
26
）
熟
番
に
賦
課
さ
れ
る
土
地
税
相
当
額
を
借
料
に
加
算
し
て
支
払
う
方

式
。

（
27
）
柯
志
明
は
こ
れ
を
「
民
番
無
礙
、
朦
朧
給
照
」
と
称
し
て
い
る
。「
民

番
無
礙
」
は
「
無
主
荒
地
」
と
同
義
、「
朦
朧
給
照
」
は
「
安
易
な
許
可
」

と
解
釈
で
き
る
。

（
28
）
例
え
ば
、『
大
租
取
調
書
﹇
第
三
冊
﹈
附
錄
參
考
書
』
中
巻
（
臺
灣
總

督
府
臨
時
臺
灣
土
地
調
査
局

　一
九
〇
四
）
の
一
〇
四
頁
の
「
番
人

給
墾
字
」（
嘉
慶
五
年
三
月
）
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　

 

求
自
己
不
能
墾
闢
、
招
得
漢
佃
沈
阿
多
前
來
承
墾
、
當
日
三
面
言
定

墾
批
銀
二
大
員
正
。

（
29
）
楊
鴻
謙
・
顏
愛
靜
著
「
清
代
臺
灣
西
拉
雅
族
番
社
地
權
制
度
之
變
遷
」

（『
台
灣
土
地
研
究
』
第
六
卷
第
一
期

　二
〇
〇
三
）
所
引
の
「
閩
浙

總
都
崔
應
階
曉
諭
」
に
は
、「
漢
人
典
瞨マ

マ

（
贌
）
侵
佔
社
番
田
園
悉
行

清
釐
斷
還
番
管
、内
有
令
民
人
向
番
承
種
納
租
者
概
免
報
陞
」
と
あ
る
。

（
30
）『
臺
灣
私
法
』
第
一
巻
第
一
章
第
一
節
第
四
款

　七
二
頁

（
31
）『
臺
灣
私
法
』
第
一
巻
第
二
章
第
一
節
第
二
款

　二
四
七
頁

（
32
）『
臺
灣
私
法
』
第
一
巻
第
二
章
第
一
節
第
二
款

　三
四
七
頁

（
33
） Joà  R

. Shepherd

『Statecraft and P
olitical E

conom
y on the 

T
aiwan F

rontier, 1600-1800

』
二
四
〇
頁

（
34
）『
番
頭
家
』
第
八
章
第
四
項
（
二
二
三
―
二
二
八
頁
）

（
35
）
林
淑
美
は
、「
清
代
台
湾
の
番
割
と
漢
番
関
係
」（『
名
古
屋
商
科
大
学

論
集
』
第
六
巻
二
号

　二
〇
〇
四
）
の
中
で
、
割
の
解
釈
と
し
て
、

「
大
陸
・
台
湾
間
の
沿
岸
貿
易
商
人
の
同
業
公
会
（
郊
行
）
が
台
湾
に

運
搬
し
た
商
品
を
割
店
と
呼
ば
れ
る
問
屋
に
卸
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

割
は
仕
入
或
い
は
卸
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
割
は
客
家
語

に
こ
の
意
味
は
無
い
の
で
閩
南
語
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
36
）「
国
内
植
民
地
」
の
用
語
は
、
近
年
、
台
湾
で
使
用
さ
れ
て
い
る
政
治

的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
語
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な

感
覚
で
使
用
し
た
。

　
　
　

 
（
例

　

http://m
em

bers.shaw.ca/wchen88/m
ainp4j.htm

）

（
37
）
東
嘉
生
「
臺
灣
經
濟
史
概
説
」（『
臺
灣
經
濟
史
研
究
』
所
収
）
八
五

頁
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（
38
）
連
横
編
『
臺
灣
通
史
』
卷
二
十
一
鄉
治
志
（『
臺
灣
文
獻
叢
刊
』
一
二

八

　大
通
書
局
）

（
39
）『
重
修
福
建
臺
灣
府
志
』（
註
13
に
同
じ
）
卷
七
田
賦
土
田

　
　

 

臺
灣
府

　
　

 

舊
額
田
園
、
實
在
共
一
萬
八
千
四
百
五
十
三
甲
八
分
六
釐
四
毫
零
二

忽
三
微
（
中
略
）
以
上
自
康
熙
二
十
四
年
起
、
至
雍
正
十
三
年
止
、

新
墾
田
園
共
三
萬
四
千
四
百
零
八
甲
六
分
一
釐
三
毫
八
絲
三
忽
二
微

二
纖
五
沙
二
塵
七
埃
八
渺
。
連
前
通
府
合
計
、
舊
額
、
新
墾
田
園
共

五
萬
二
千
八
百
六
十
二
甲
四
分
七
釐
七
毫
八
絲
五
忽
五
微
二
纖
五
沙

二
塵
七
埃
八
渺
、
田
一
萬
四
千
七
百
七
十
四
甲
零
一
釐
九
毫
七
絲
四

忽
八
微
八
纖
零
二
塵
二
埃
六
渺
二
漠
（
上
則
二
千
九
百
五
十
二
甲
八

分
八
釐
五
毫
五
絲
零
二
微
、
中
則
二
千
二
百
九
十
八
甲
九
分
四
釐
零

九
絲
六
微
、
下
則
九
千
五
百
二
十
二
甲
一
分
九
釐
三
毫
三
絲
四
忽
零

八
纖
二
塵
二
埃
六
渺
二
漠
）、
園
三
萬
八
千
零
八
十
八
甲
四
分
五
釐
八

毫
一
絲
六
微
四
纖
五
沙
零
五
埃
一
渺
八
漠
（
上
則
三
千
一
百
四
十
一

甲
一
分
三
釐
一
毫
八
絲
二
忽
九
微
、
中
則
四
千
零
七
十
二
甲
四
分
六

釐
三
毫
一
絲
零
九
微
、
下
則
三
萬
零
八
百
七
十
四
甲
八
分
六
釐
三
毫

一
絲
六
忽
八
微
四
纖
五
沙
零
五
埃
一
渺
八
漠
）（
以
下
略
）

（
40
）『
臺
灣
通
史
』（
註
38
に
同
じ
）
卷
三
十
一
列
傳
三

（
41
）『
臺
灣
通
史
』（
註
38
に
同
じ
）
卷
三
十
四
列
傳
六

（
42
）『
臺
海
使
槎
錄
』（
註
16
に
同
じ
）
卷
三
赤

筆
談
・
物
産

　
　

 

鳳
山
澹
水
等
社
近
水
陂
田
、
可
種
早
稻
。・
・
・
鳳
山
八
社
水
田
、
收

雙
冬
早
稻
（
原
注

　一
名
安
南
蚤
、
十
月
、
正
月
種
）

（
43
）『
宮
中

雍
正
朝
奏
摺
』
第
十
二
輯
（
國
立
故
宮
博
物
院
編
輯

　一
九

七
七
）
赫
碩
色
・
夏
之
芳
「
敬
陳
臺
地
事
宜
摺
」（
雍
正
七
年
三
月
十

六
日
）

　
　

 

番
民
界
限
宜
定
例
嚴
禁
也
。
査
、
臺
地
番
民
共
處
、
止
可
令
其
各
安

本
分
、
不
可
令
其
互
相
固
結
。
在
熟
番
、
納
餉
當
差
、
甚
屬
醇
良
。

獨
生
番
性
極
蠢
頑
、
好
以
殺
人
爲
事
、
從
前
雖
經
畫
界
禁
止
民
人
出

入
、
而
生
番
之
害
不
能
盡
絶
。
臣
等
細
察
情
形
、
聞
向
來
内
地
姦
民
、

間
有
學
習
番
語
、
娶
其
番
婦
、
認
為
親
戚
、
居
住
生
番
界
内
、
並
將

鹽
鐵
火
藥
等
物
販
賣
與
番
。
及
今
不
為
嚴
禁
、
將
來
關
係
不
淺
。
臣

等
愚
見
、
請
嗣
後
更
定
嚴
例
、
畫
定
生
番
界
址
、
不
許
番
民
出
入
販

賣
物
件
、
一
切
火
藥
鹽
鐵
尤
宜
査
禁
、
將
生
番
社
内
通
事
一
概
革
逐
、

如
有
擅
入
生
番
界
内
並
販
賣
違
禁
物
件
者
、
定
例
置
以
重
典
、
其
地

方
官
弁
縱
容
失
察
者
、
亦
定
議
加
倍
治
罪
、
如
此
庶
生
番
不
致
爲
害
、

而
地
方
可
相
安
無
事
矣
。

（
44
）「
陳
臺
灣
事
宜
疏
」（『
臺
灣
文
獻
叢
刊
』
二
五
六
「
清
奏
疏
選
彙
」）

　
　

 

福
建
布
政
使
司
布
政
使
臣
高
山
謹
奏
、
爲
臺
郡
民
番
現
在
應
行
應
禁

事
宜
。
據
實
密
陳
、
仰
祈
聖
訓
事
。（
中
略
）

　
　

 

一

　民
墾
番
地
之
宜
永
行
禁
止
也
。（
中
略
）

　
　

 

一

　番
民
地
界
之
宜
照
舊
劃
清
也
。（
中
略
）

　
　

 

一

　熟
番
社
目
之
宜
設
立
土
司
也
。（
中
略
）

　
　

 

一

　生
番
隘
口
之
宜
稽
査
出
入
也
。（
中
略
）

　
　

 

一

　民
番
貿
易
之
宜
酌
定
時
日
也
。
査
、
生
番
僻
處
深
巒
、
需
用
貨

物
盡
資
漢
民
、
由
來
已
久
、
以
該
番
所
有
之
鹿
皮
籐
木
盡
資
換
易

鹽
布
茶
烟
等
項
、
勢
難
禁
止
。
但
一
歳
之
中
、
若
不
定
以
時
日
、

則
出
入
往
來
竟
無
常
度
、
既
難
免
漢
奸
之
煽
惑
欺
朦
、
亦
易
啟
兇

番
之
爭
奪
滋
釁
（
中
略
）

　
　

 

一

　眷
屬
渡
臺
之
宜
先
行
稽
査
也
。（
中
略
）
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以
上
六
條
、
係
臣
到
臺
後
見
聞
所
及
、
博
採
群
議
、
因
地
制
宜
。
内

間
有
奉
督
撫
諭
査
者
稟
覆
督
撫
外
、
事
關
邊
海
内
民
防
微
善
後
之
策
、

用
敢
密
陳
。

（
45
）『
臺
灣
私
法
』
第
三
巻
二
一
六
頁

（
46
）
鄧
傳
安
『
蠡
測
彙
鈔
』（
豫
章
叢
書
所
収
）
番
俗
近
古
説
の
項
に
記
載
。

（
47
）
註
45
に
同
じ

 

　参
照
文
献
（
発
行
順
）

伊
能
嘉
矩
・
粟
野
伝
之
『
臺
灣
蕃
人
事
情
』（
臺
灣
総
督
府
民
生
部
文
書

課

　一
九
〇
〇
﹇
草
風
館
復
刻
版

　二
〇
〇
〇
﹈）

臨
時
臺
灣
舊
慣
調
査
會
編
『
臺
灣
私
法
』（
一
九
一
〇
）（
正
式
名
称
は
『
臨

時
臺
灣
舊
慣
調
査
會
第
一
部
調
査
第
三
回
報
告
書
』
本
編
全
三
巻
付

屬
資
料
七
分
冊
）

東
嘉
生
『
臺
灣
經
濟
史
研
究
』（
東
都
出
版

　一
九
四
四
﹇
南
天
書
局
復
刻

版

　一
九
九
五
﹈）

臺
灣
銀
行
經
濟
研
究
室
編
『
清
代
臺
灣
大
租
調
査
書
』（『
台
湾
文
献
叢
刊
』

一
五
二

　一
九
六
三
）

臺
灣
總
督
府
總
督
官
房
調
査
課
編
『
台
湾
在
籍
漢
民
族
鄕
貫
別
調
査
』
臺
灣

總
督
府

　一
九
二
八
）

John R
. Shepherd

著
『Statecraft and P

olitical E
conom

y on the 
T
aiwan F

rontier, 1600-1800

』（Stanford U
niversity P

ress. 
1993

）

陳
秋
坤
『
清
代
臺
灣
土
着
地
權
―
官
僚
、
漢
佃
與
岸
裡
社
的
土
地
變
遷
―

1700-1895

』（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所 

一
九
九
四
）

國
分
直
一
『
東
ア
ジ
ア
地
中
海
の
道
』（
慶
友
社

　一
九
九
五
）

笠
原
政
治
・
植
野
弘
子
『
ア
ジ
ア
読
本
―
台
湾
』（
河
出
書
房

　一
九
九
五
）

簡
炯
仁
「
南
臺
灣
屏
東
平
原
的
開
發
與
族
群
關
係
」（『
臺
灣
文
獻
』
第
四
十

七
卷
第
三
期

　一
九
九
六
）

國
史
館
臺
灣
文
獻
館
編
『
臺
灣
地
名
辭
書
』
第
四
巻
、
第
五
巻
（
一
九
九
六
）

笠
原
政
治
『
台
湾
原
住
民
研
究
へ
の
招
待
』（
日
本
順
益
台
湾
原
住
民
研
究

会

　一
九
九
八
）

國
分
直
一
「
台
湾
山
地
開
発
と
隘
勇
隊
」（『
台
湾
原
住
民
研
究
』
第
三
号

　

風
響
舎

　一
九
九
八
）

柯
志
明
『
番
頭
家
―
清
代
臺
灣
族
群
政
治
與
熟
番
地
權
』（
中
央
研
究
院
社

会
学
研
究
所

　二
〇
〇
一
）

若
林
正
丈
『
台
湾
』（
筑
摩
書
房

　二
〇
〇
一
）

岸
本
美
緒
「
書
評

　柯
志
明
著
『
番
頭
家
』」（『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
四
十
三

巻
第
七
号

　二
〇
〇
二
）

江
樹
生
譯
註
『
熱
蘭
遮
城
日
誌
』（
臺
南
市
政
府

　二
〇
〇
三
）

林
淑
美
「
清
代
台
湾
の
番
割
と
漢
番
関
係
」（『
名
古
屋
商
科
大
学
論
集
』
第

六
巻
二
号

　二
〇
〇
四
）

施
正
鋒
「
台
湾
平
埔
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」（『
台
湾
原
住
民
族
の
現
在
』

草
風
館

　二
〇
〇
四
）

『
宮
中

奏
摺
中
臺
灣
原
住
民
史
料
目
録
』（
台
湾
中
央
研
究
院

　

D
B

「
瀚

典
全
文
檢
索
系
統 2.0 

版
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
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付図 1　台湾島と南部地図

付図 2　屏東平原模式図




